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研究成果の概要：実世界の場所について表現した魅力あるコンテンツが，草の根的に生産され

る環境を目指し，個性や創造性を発揮した表現を促す枠組みや，不特定多数のユーザーによる

コンテンツの組織化について検討するため，地図とタグを用いてデジカメ写真を整理し，日記

や旅行記，観光案内といった内容の物語として手軽に編集・閲覧するアルバムソフトを開発し，

コンテンツを収集，時空間的に分析することで，コンテンツの物語性という手がかりや，その

地理空間的な構造について知見を得た． 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
18年度 1,100,000 0 1,100,000 

19年度 1,000,000 0 1,000,000 

20年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度    

  年度    

総 計 3,000,000 270,000 3,270,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・メディア情報学・データベース 
キーワード：コンテンツ，空間情報，ユビキタスコンピューティング，地図，物語性，ビジュ

アルコミュニケーション，オーサリング，ユーザー作成コンテンツ 
 
１．研究開始当初の背景 
成立見込みの測位・空間情報基本法や，携帯
電話へのGPS搭載義務付け等を契機に，個人
向けの位置情報サービスについても研究開
発や商用化の動きが加速しているが，こうし
たサービスを支える，実世界の場所に関する
コンテンツは，地図会社等が主体となって整
備しており，ウェブのような持続可能性のあ
るコンテンツの流通基盤が整っているとは
いえない．コンテンツが新鮮さや多様さを維
持しつつ持続的に発展するためには，ユーザ

ーが主体となり草の根的に発展する環境が
不可欠だが，この観点から期待されている参
加型の地図作成の多くの試みが，ユーザーの
参加を維持できない状況にあり，ユーザー主
体の地図コンテンツ作成に関して以下の問
題点があげられる． 
 
(1) 作り手が個性や創造性を発揮しにく
い：地図上に，点として対象を配置し，属性
を与える，参加型の地図作成の枠組みにおい
て，作り手にとって，地図を使うことで新た
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に表現可能となったのは，地図上に打つ点で
あり，位置の正しさにとらわれ，個性や創造
性を発揮した表現を行いにくい． 
 
(2) 受け手が地図の操作や検索により能動
的に読み取る必要がある：地図上に配置した
情報は，文章や映像のように，決められた順
序で一定方向に「読む」ことができない．ど
の対象を，どの順序で「読む」べきかは受け
手次第である． 
 
(3) 組織化の手法：コンテンツ間の連携のた
めには，点としての位置情報のみに基づく現
状の枠組みでは不十分である．コンテンツ間
の連携に必要な内容の同一性は，必ずしも点
としての位置の同一性と一致しないためで
ある．例えば写真の場合，同じ位置からの写
真でも，撮影方向が反対であれば対象が異な
り，同じ位置を写した写真でも，スケールが
異なれば，富士山の写真と高山植物の写真と
いうように，やはり対象が異なる． 
 
 
２．研究の目的 
(1) 写真や地図，テキストを用いて実世界の
場所について表現したコンテンツの時空間
的・意味的なスキーマの体系化：例えば，あ
る建物の外観を複数の写真のスライドショ
ーで表現する場合，写真の順序は撮影時刻順
より，建物を周囲から一方向に見回す順，す
なわち空間順の方が適切である．他にも，経
路沿い，ある場所から周囲を見渡す順といっ
た空間順があり，ひとつの表現は，時間的な
構造，空間的な構造、意味的な構造（主客関
係や因果関係）が重層して構成される．これ
の時空間的・意味的なスキーマを明らかにし，
コンテンツの編集・閲覧環境に結びつける． 
 
(2) 時空間属性とユーザーのタギングによる
コンテンツの組織化：地理空間，タグをキー
ワードとしたキーワードベクトル空間とを
対応付け，スケールや位置精度，タグのテキ
ストのゆれ等を適切に扱う手法を検討する．
これを内容の同一性に基づくコンテンツ間
の連携や，位置や方向，タグといった属性を
相互補完する環境に結びつける． 
 
 
３．研究の方法 
コンテンツを収集→コンテンツを分析し技
術的課題を検討→得られた知見を実装し有
効性を検証，というサイクルを繰り返し研究
を推進する．以下に示す「空間アルバムソフ
トウェア」によるコンテンツ「空間スライド
ショー」を分析対象とする．コンテンツ収集
のため，ソフトウェアをウェブに公開するほ
か，コンテンツを作成・発表するワークショ

ップを定期的に開催する． 
 
(1)空間アルバムソフトウェア：地図とタグで
デジカメ写真を整理し，日記や観光案内，フ
ィールドワーク記録等を，空間スライドショ
ーとして編集・閲覧するアルバムソフトであ
る．ユーザーは矢印アイコンとして写真を地
図上に配置し，写真や地図上に自由にタグを
配置することで写真を整理する．また，写真
を選択し，順序付け，コメントを与えること
で空間スライドショーを作成する． 
 
(2)空間スライドショー：地図上に配置した写
真を順序付けたスライドショーであり，各写
真は，地図上にどこからどこを撮影したのか
を示す矢印アイコンとして配置され，タグや
コメントを与えられている．実例として，紅
葉を見につくば山に登った日の日記のコン
テンツでは，つくば山一帯の地図上に複数の
矢印アイコンが配置され，各写真上や地図上
に「つくば山」「ケーブルカー」といった対
象を明示するラベルとしてタグが配置され，
コメントとして「なかなか紅葉が見つからな
い」のように物語の筋が記述される．スライ
ドショーを進める毎に，地図上で矢印が移動
し，物語が進行する．写真単位で，ユーザー
が，いつ，どこで，どの程度の視野で，どれ
くらい離れた，何に着目したのかが明示され，
写真の配列として，行動の流れや，話の展開
が示されており，コンテンツの構成要素を機
械可読な形式で豊富に取得できる． 
 
 
４．研究成果 
(1)写真の空間検索インタフェース：現在，ユ
ーザーにより位置情報を与えられたコンテ
ンツとしてもっとも数の多いものは写真で
ある．既に多数のユーザーにより 4,000万枚
の写真がマッピングされたウェブサイトも
稼動している．これらの写真にはテキストに
よるコメントやタイトルが付与されており，
一部は GPS 等により得られた値を用い自動
的に，多くはユーザーが地図上で位置を指定
し手動でマッピングされている．こうした既
存のサービスには，実用的な空間検索を行え
ないという問題点がある．例えば，GPSによ
って得られる位置である，撮影時のカメラの
位置に写真をマッピングするという一般的
な枠組みでは，六本木ヒルズから東京タワー
を撮影した写真が，地図上の六本木ヒルズの
位置にマッピングされ，地図を利用して東京
タワーの写真を探すという目的には適さな
い．本研究では，適切な写真のマッピングと
空間検索の手法を検討するため，まず，前述
のウェブサイトを対象とし，撮影対象，地図
上のマッピングされた位置，タイトルやコメ
ントの内容等に着目して，ユーザーは写真と



地図とをどう対応付けるのかという点に関
する調査を行い，ユーザーにとって写真は撮
影時のカメラの位置，撮影対象の位置の両者
に関連付けられることや，カメラの位置と比
較して，撮影対象の位置は主観的に決定され
ること等を明らかにした．この結果に基づき，
写真を撮影時のカメラの位置から撮影対象
の位置への矢印アイコンとしてマッピング
する枠組みを提案し，ここからここを撮影し
た写真，という空間的なコンテクストを明示
した検索を実現する検索インタフェースを，
データベースの空間索引と検索アルゴリズ
ム，ユーザインタフェースを含め提案した．
応用として，今見ている位置を横から撮影し
た写真，今見ている位置から横を撮影した写
真，といった写真同士の空間関係を利用した
連続的な写真の検索を実現した． 
 
(2)空間フォークソノミー ：一般に，草の根
的なコンテンツは、多様である反面，構造化
されていないため再利用性が低いという問
題点があり，コンテンツの適切な組織化の手
法が不可欠である．空間コンテンツは，地理
座標という絶対的なアドレス空間に組織化
されるものの，点としての位置情報だけでは
実用的性が低いことが多い．コンテンツ間の
連携に必要な内容の同一性は，必ずしも点と
しての位置の同一性と一致しないためであ
る．写真の場合，同じ位置からの写真でも，
撮影方向が反対であれば対象が異なり，同じ
位置を写した写真でも，スケールが異なれば，
富士山の写真と高山植物の写真というよう
に，やはり対象が異なる．他方で，画像や映
像，音楽といった，組織化困難とされるコン
テンツの組織化の手法として，あらかじめ定
められたカテゴリーにコンテンツを厳密に
分類していく従来の手法に対して，利用者そ
れぞれがコンテンツに対して，タグと呼ばれ
る自由なキーワードを複数与え，タグの関係
を利用してコンテンツを組織化する手法が
フォークソノミーと呼ばれ注目されている．
本研究では，空間的なフォークソノミーの実
現に向け，タグ自体に位置情報を与えること
で，写真とタグの位置や方向，スケールとい
った空間関係を，タグ同士のテキストとして
の関係に加えて活用する組織化の手法を検
討し，応用として，タグや撮影位置・方向と
いった情報を，複数の写真間で伝播・共有す
る手法を提案した．ただし，現段階では基礎
となる枠組みの提案にとどまっおり，引き続
き，タグの表記ゆれや，位置のずれを克服す
る手法等を開発することで，本手法を，写真
に限らず，位置情報を持つコンテンツ一般を
組織化するための汎用的な手法へと発展さ
せることが期待できる． 
 
(3)物語性を持つ空間コンテンツの作成支

援：Web上で草の根的に地図コンテンツを収
集する試みが散見されるが，いかにコンテン
ツの作成を促すかという点が検討されてお
らず，コンテンツ作成者の継続的な参加を望
めない一因となっている．この点に関して，
ツールの手軽さやエンタテインメント性に
加え，作り手が個性や創造性を発揮して表現
を行えることが不可欠であるとの観点から，
空間コンテンツに物語性を持たせる枠組み
を検討した．具体的には，ストーリーライン
を空間内の経路に対応させ，デジタル写真の
シークエンスによりストーリーとして表現
することを支援する環境を提案した．公開し
たソフトウェアでは，写真を撮影位置と方向
に対応する矢印アイコンとして描いてくと，
写真を次々とたどりながら空間内を移動し
ていくような視覚効果を持つ，写真と地図の
アニメーションが自動的に作成される．マッ
ピングするだけではなく，順序付けることで，
受け手は，内容を一方向に“読む”ことがで
き，作り手は，テーマやシナリオを工夫し，
地図全体を使って事物の連続として表現す
ることができる．本研究では，ストーリーに
構造を与える手段は，要素の選択と配置であ
り，ひとつのストーリーは，時間的，空間的，
意味的（主客関係や因果関係）な構造が重な
って構成されるという仮定のもとに，公開し
たソフトウェアによりユーザーが作成した
100程度のコンテンツを分析し，ユーザーに
よる実世界の場所に関する表現が持つ，時空
間的なスキーマの体系化を試みた．近年，ユ
ーザインタフェースの分野において，映像や
ブログ等のテキスト，LBS のログといった，
個人の体験の記録を対象としたコンテンツ
処理が課題とされているが，体験を要素の単
純な時系列として扱う枠組みが一般的であ
る．これに対し，本研究では，時系列ではな
いシークエンスが平均 1割程度を占めること
を明らかにし，特に空間順のシークエンスに
着目した．例えば，ある建物の外観を写真の
シークエンスで表現する場合，写真の順序は
撮影時刻順より，建物を周囲から一方向に見
回す順，すなわち空間順の方が適切である．
他にも，ユーザーによるコンテンツには，経
路沿い，ある場所から周囲を見渡す順といっ
た空間順が頻出する．こうした空間的なシー
クエンスのデザインパターンを，矢印アイコ
ンの配置パターンとして体系化し，応用とし
て，写真どうしの時空間的な連続性に基づく
写真シークエンスの半自動生成の手法を提
案した．物語性の観点からのコンテンツの分
析は，初期段階にあるが，本研究課題で収集
した，多くのユーザーが意図を持って実世界
の場所について表現した，非常に貴重なコン
テンツを対象とするテーマである．今回明ら
かにした空間順という概念に加え，分析を進
めることで，場所についてうまく物語ること



を支援するための，汎用的な知見を得ること
が期待できる．応用例として，ファイルマネ
ージャ，アルバム，映像編集ソフトを含め，
多くのコンテンツ管理・編集アプリケーショ
ンにおいて，対象をタイムスタンプで検索・
ソートする機能は一般的だが，対象が位置情
報を持つ場合，これらのアプリケーションに
おいて，空間順での検索・ソート機能や，さ
らに時空間的な構造としてモデル化した物
語性の概念を用いて対象を組織化する機能
は，有用であると考えられる． 
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